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日
蓮
聖
人
に
縁
の
あ
る
地
は
、
後
世
の
人
々
か
ら
聖
人
の
事
跡
を
直
接
伝
え
る
特
別
な
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
聖
人
の
霊
跡
で
あ
る
。
令
和
三
年
に
は
、
文
永
八
年
（
一
二
七
〇
）
の
佐
渡
流
罪
か
ら
七
百
五
十
周
年
を
迎

え
た
。
佐
渡
流
罪
へ
の
路
の
顕
彰
や
、
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
・
山
梨
県
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
日
蓮
聖

人
と
法
華
文
化
」
な
ど
、
改
め
て
佐
渡
の
聖
人
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
霊
跡
の
成
立
を
考
え
る
一
助

と
し
て
、
中
世
に
お
け
る
佐
渡
へ
の
参
詣
を
点
描
し
て
み
よ
う
。 

 

佐
渡
の
霊
跡
参
拝
は
、
早
く
も
聖
人
の
孫
弟
子
で
あ
る
日
像
の
事
跡
が
知
ら
れ
る
。
日
像
は
、
永
仁
二
年
（
一
二
九

四
）
上
洛
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
途
次
で
聖
人
の
霊
跡
を
巡
拝
し
佐
渡
も
参
拝
し
た
と
い
う
。
こ
の
説
は
、
享
保
十
五

年
（
一
七
三
〇
）
の
日
潮
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
を
は
じ
め
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
の
日
塔
『
伝
灯
余
光
』
や

日
麑
（
一
七
五
七
～
一
八
二
四
）
の
『
龍
華
年
譜
』
な
ど
、
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
日
像
伝
・
寺
院
縁
起
に
見
え
る

が
、
根
拠
が
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
日
像
の
参
詣
に
つ
い
て
は
、
中
世
に
遡
る
直
接
的
な
資
料
を
見
出
し
が
た
い
。 

 

具
体
的
な
参
詣
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
行
学
院
日
朝
で
あ
る
。
日
朝
は
、
室
町
時
代
を
代
表
す
る
学
僧
の
一

人
で
、
身
延
久
遠
寺
十
一
世
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
八
月
、
二
十
一
歳
の
日

朝
は
佐
渡
の
霊
跡
を
参
拝
し
た
。
聖
人
が
寺
泊
か
ら
乗
船
し
て
松
ヶ
崎
に
着
い
た
と
の
言
い
伝
え
に
従
い
、
日
朝
も
同

様
の
行
程
を
取
り
、
着
岸
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
塚
原
へ
到
着
し
て
い
る
。
次
い
で
一
谷
に
も
参
拝
す
る
。
一
谷
に
は
、

聖
人
居
住
の
跡
を
伝
え
る
一
間
ば
か
り
の
小
堂
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
谷
の
山
の
尾
根
に
は
、
御
袈
裟
懸
の
松
と
い
う

一
本
の
木
が
あ
っ
た
。
聖
人
が
一
谷
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
間
、
常
に
こ
の
木
に
登
り
諸
天
に
読
経
し
た
と
い
う
謂
れ
を
、

地
元
で
聞
い
て
い
る
。
日
朝
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
に
著
し
た
『
元
祖
化
導
記
』
に
記
し
た
。

佐
渡
へ
の
参
拝
は
、
鏡
澄
と
称
し
て
い
た
日
朝
が
、
武
蔵
国
川
越
の
天
台
宗
仙
波
檀
林
で
研
鑽
に
励
ん
で
い
た
時
代
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
佐
渡
着
岸
の
地
が
松
ヶ
崎
で
あ
る
こ
と
、
袈
裟
懸
松
の
逸
話
は
、
い
ず
れ
も
日
澄
『
日
蓮
聖
人
註
画

讃
』
に
も
記
載
さ
れ
る
。
日
朝
の
記
述
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
が
『
註
画
讃
』
よ
り
遡
り
、
現
地
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
と
し
て
、
貴
重
な
証
言
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

日
朝
と
同
時
期
、
妙
高
院
日
意
も
佐
渡
に
参
詣
し
て
い
る
。
日
意
は
、
平
賀
本
土
寺
九
世
と
し
て
上
総
・
下
総
に
新

た
な
末
寺
を
開
き
、
古
河
公
方
に
三
度
奏
聞
す
る
な
ど
し
た
。
日
朝
の
一
歳
年
長
で
、
仙
波
檀
林
で
は
同
学
で
あ
っ
た
。

佐
渡
参
詣
は
、
本
土
寺
住
持
と
な
る
前
の
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
晴
『
平
賀
本

土
寺
継
図
次
第
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
同
年
二
月
、
日
意
は
江
戸
で
浄
土
宗
僧
と
問
答
（
宗
論
）
を
行
い
、
「
佐
渡
国
へ

御
参
詣
」
し
た
後
、
足
利
学
校
に
て
学
問
研
鑽
し
た
と
い
う
。
御
参
詣
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
佐
渡
行
き
は
聖
人
霊
跡

を
拝
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
『
継
図
次
第
』
に
は
、
参
詣
し
た
具
体
的
な
場
所
や
様
子
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
晴
は
日
意
に
随
順
し
た
弟
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
書
の
記
事
は
信
頼
で
き
る
。
日
朝
と
日
意

の
間
に
は
、
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
或
い
は
佐
渡
の
霊
跡
に
つ
い
て
も
話
題
に
上
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

こ
の
後
、
佐
渡
の
霊
跡
を
参
拝
し
、
そ
の
感
慨
を
書
き
残
し
た
の
は
、
仏
性
院
日
奥
で
あ
る
。
日
奥
は
、
豊
臣
秀
吉

の
東
山
大
仏
千
僧
供
養
会
出
仕
の
命
を
拒
み
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
、
住
持
で
あ
っ
た
京
都
妙
覚
寺
を
出
寺

し
た
。
そ
う
し
た
中
で
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
閏
三
月
中
旬
、
佐
渡
に
参
詣
し
た
。
佐
渡
の
厳
し
い
自
然
を
目
の
当

た
り
に
し
て
「
高
祖
四
箇
年
の
御
艱
難
こ
れ
を
想
像
し
、
感
涙
し
ば
し
ば
下
る
」
中
、
聖
人
の
恩
徳
に
思
い
を
致
し
て

直
ち
に
帰
京
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
塚
原
で
三
七
日
（
二
十
一
日
）
の
間
室
内
に
籠
も
り
、
昼
夜
に
わ
た
り
法
味
を
捧

げ
た
の
で
あ
る
（
『
奥
聖
鑑
抜
萃
』
）
。
塚
原
は
、
師
の
日
典
が
復
興
に
尽
力
し
た
霊
跡
で
も
あ
っ
た
。
日
奥
に
先
立
つ

同
二
年
（
一
五
九
七
）
四
月
に
は
、
や
は
り
供
養
会
出
仕
を
拒
ん
で
本
国
寺
を
隠
居
し
た
究
竟
院
日
禛
も
、
佐
渡
の
霊

跡
を
参
拝
し
て
い
た
（
日
禛
曼
荼
羅
本
尊
）
。 

 

佐
渡
で
は
、
日
興
の
門
流
が
早
く
か
ら
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
佐
渡
を
新
た
な
弘
通
の
地
と
し
た
門
流
も
あ

る
。
日
朝
・
日
意
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
久
遠
成
院
日
親
は
、
広
く
各
地
に
弘
通
し
て
寺
院
を
建
立
し
た
が
、
佐
渡
も

そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
日
親
『
埴
谷
抄
』
）
。
そ
の
一
方
で
、
日
朝
と
日
意
の
事
例
は
、
こ
の
時
代
に
既
に
佐
渡
が
参
詣

す
べ
き
霊
跡
の
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

付
記 

一
谷
の
霊
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
妙
照
寺
は
、
不
慮
の
火
災
に
よ
り
令
和
三
年
十
二
月
六
日
に
諸
堂
を
焼
失
し
た
。

霊
跡
の
復
興
に
魔
障
な
き
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

 

法
已
に
顕
は
れ
ぬ
。
前
相
先
代
に
超
過
せ
り
。
日
蓮
粗
之
れ
を
勘
ふ
る
に
是
れ
時
の
然
ら
し
む
る 

故
な
り
。
経
に
云
く
「
四
導
師
有
り
一
を
上
行
と
名
づ
く
」
云
云
。 

と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
文
は
末
法
出
現
の
四
菩
薩
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

真
蹟
曽
存
の
『
開
目
抄
』（
五
一
歳
）
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
日
蓮
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

い
ま
だ
地
涌
の
菩
薩
の
自
覚
は
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
初
め
て
表
明
さ
れ
る
の
は
、『
観
心
本
尊
抄
』（
五
二
歳
）

に
お
い
て
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
は
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
も
、
そ
の
系
年
に
つ
い
て
も
、
疑
え
ば
キ
リ
が
な

い
が
、
徹
底
的
な
懐
疑
主
義
者
で
知
ら
れ
る
浅
井
要
麟
氏
で
さ
え
も
、
前
出
の
解
題
の
中
で
、 

 
 

こ
の
書
は
短
文
の
御
消
息
で
は
あ
る
が
、
聖
人
の
心
理
的
推
移
の
過
程
、
思
想
的
発
展
に
一
新
紀 

元
を
画
す
る
も
の
と
し
て
古
来
重
要
視
さ
る
る
の
で
あ
る
。（
二
〇
四
頁
） 

と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
古
来
、
こ
の
書
に
つ
い
て
の
真
偽
・
系
年
の
異
義
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
真
蹟
が
発
見
さ
れ

な
い
限
り
、
仮
説
の
議
論
は
ど
こ
ま
で
も
平
行
線
を
辿
る
し
か
な
い
が
、
私
自
身
は
「
大
崎
ル
ー
ル
」
で
単
純
に
こ
の

遺
文
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
日
蓮
が
佐
渡
で
最
初
に
著
わ
し
た
遺
文
と
い
う
仮
説
の
も
と
に
日
蓮
の
思
想
の
深
化
を

論
じ
て
い
き
た
い
。
真
蹟
不
現
存
の
遺
文
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
が
仮
説
を
提
示
し
合
っ
て
真
実
を
探
求
し
て
い
く
し

か
な
い
の
で
あ
る
。 

 

 

沙
婆
即
「
霊
山
浄
土
」
に
お
い
て
、
「
衆
生
所
遊
楽
」
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
希
望
を
持
っ
て
新
年
を
生

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

点
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
等
の
打
開
策
が
生
ま
れ
る
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
は
「
闘

争
」
で
は
な
く
「
共
存
」
が
強
い
ら
れ
ま
す
。
講
義
の
柱
と
な
る
の
は
対
面
講
義
で
は
あ
り
ま
す
が
、
試
み
て
い

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
講
義
様
式
は
、
期
限
の
中
で
繰
り
返
し
視
聴
出
来
た
り
、
今
ま
で
受
講
が
困
難
で
あ

っ
た
遠
方
の
方
か
ら
の
お
申
込
み
に
繋
が
っ
た
り
と
、
良
い
点
も
有
り
ま
す
。
講
義
が
地
理
的
制
約
か
ら
解
放
さ

れ
る
と
い
う
事
は
、
遠
方
や
海
外
の
先
生
の
講
義
を
聴
講
す
る
事
も
可
能
に
な
る
と
思
う
と
、
夢
が
膨
ら
み
ま
す
。 

当
面
続
く
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
時
世
の
中
で
外
出
に
不
安
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
令

和
二
年
度
後
期
講
座
は
仮
に
対
面
講
義
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
講
義
で
動
画
配
信
等
の
手
段
で
受
講

出
来
る
よ
う
、
事
務
局
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
を
宜

し
く
ご
支
援
賜
り
、
受
講
を
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
を
さ
ら
な
る
受
講
機
会
の
拡
大
と
し
て
前
向
き
に
と
ら
え
、
終
息
し
た

暁
に
は
皆
様
と
常
圓
寺
で
お
会
い
し
、
講
義
後
に
は
講
師
の
先
生
を
囲
ん
で
大
い
に
飲
み
、
議
論
出
来
る
こ
と
を

願
い
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
や
中
村
医
師
の
よ
う
な
「
異
教
徒
」
の
立
派
な
振
舞
い
を
尊
敬
し

て
い
る
し
、
訪
日
時
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
言
動
に
も
い
さ
さ
か
共
鳴
を
感
じ
て
い
る
者
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
私
は
必
ず
し
も
Ｎ
．
Ｎ
さ
ん
の
意
見
と
同
じ
で
は
な
い
。
い
や
、「
異
教
徒
」
の
立
派
な
生
き
様
ま
で

教
条
的
に
「
謗
法
」
と
断
じ
る
や
り
方
に
は
拒
否
感
す
ら
お
ぼ
え
る
。
名
目
上
は
日
蓮
門
下
で
あ
っ
て
も
菩
薩
行

と
い
う
点
で
は
「
異
教
徒
」
の
立
派
な
振
舞
い
に
は 

は
る
か
に
及
ば
な
い
人
は
い
く
ら
で
も
い
る
。
私
が
Ｂ
Ｅ

と
Ｄ
Ｏ
を
論
ず
る
所
以
で
あ
る
。
肝
心
な
こ
と
は
、
門
下
の
真
剣
な
菩
薩
行
（
Ｄ
Ｏ
）
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ち
ょ
う
ど
、
当
学
林
で
は
４
月
か
ら
、「
現
代
の
法
華
菩
薩
道
と
は
何
か
？
」
と
い
う
連
続
講
義
を
始
め
る
。
こ
こ

で
は
、
門
下
の
Ｄ
Ｏ
が
深
く
問
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
門
下
の
教
学
に
は
、
末
法
の
衆
生
は
過
去
世
に
下
種
さ
れ
な
か
っ
た
「
本
未
有
善
」
の
人
な
の
で

今
度
は
彼
ら
に
有
無
を
い
わ
せ
ず
に
下
種
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
（
折
伏
毒
鼓
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

末
法
に
お
い
て
救
済
さ
れ
る
た
め
に
は
唱
題
（
下
種
）
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立

場
か
ら
す
る
と
、
立
派
な
振
舞
い
の
「
異
教
徒
」
も
、
宗
祖
と
祈
雨
を
争
っ
た
鎌
倉
期
の
福
祉
僧
・
忍
性
と
同
様
、

十
分
、
折
伏
毒
鼓
の
対
象
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

振
舞
い
は
立
派
で
あ
る
け
れ
ど
も
唱
題
し
て
い
な
い
（
下
種
さ
れ
て
い
な
い
）
彼
ら
（
Ｄ
Ｏ
だ
け
の
者
）
は
成

仏
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
菩
薩
行
も
な
く
た
だ
口
唱
し
て
い
る
だ
け
の
門
下
生
（
Ｂ
Ｅ
だ
け
の
者
）
は
成
仏
で
き

る
と
我
々
は
自
信
を
持
っ
て
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
番
望
ま
し
い
の
は
Ｂ
Ｅ
の
者
が
同
時
に
Ｄ
Ｏ
の
者
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
形
式
化
さ
れ
た
日
本
の
伝
統
的
な
宗
教
帰
属
の
も
と
で
は
か
な
り
難
し
い
。
そ
こ
で

想
い
浮
か
ぶ
の
は
、
右
掲
の
よ
う
な
立
派
な
振
舞
い
の
「
異
教
徒
」
た
ち
を
、「
未
唱
の
菩
薩
」
と
い
う
言
葉
で
呼

ん
だ
ら
ど
う
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
当
学
林
の
狙
い
は
Ｂ
Ｅ
と
Ｄ
Ｏ
が
一
致
し
た
門
下
生
を
大
量
に
排
出
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ

が
叶
う
ま
で
は
多
く
の
「
未
唱
の
菩
薩
」
た
ち
の
活
躍
が
我
々
に
「
は
や
く
立
派
な
菩
薩
行
を
せ
よ
！
」
と
迫
っ

て
く
る
に
違
い
な
い
。
菩
薩
行
が
で
き
な
い
門
下
生
が
多
く
い
る
限
り
、
妙
法
や
本
仏
の
働
き
は
は
る
か
に
門
下

を
超
え
て
「
未
唱
の
菩
薩
」
に
ま
で
及
ぶ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
理
事
長
） 
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佐
渡
参
詣
は
、
本
土
寺
住
持
と
な
る
前
の
文
安
四
年
（
一
四
四

七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
晴
『
平
賀
本
土
寺
継
図
次
第
』
の
記

述
に
よ
れ
ば
、
同
年
二
月
、
日
意
は
江
戸
で
浄
土
宗
僧
と
問
答

（
宗
論
）
を
行
い
、
「
佐
渡
国
へ
御
参
詣
」
し
た
後
、
足
利
学
校

に
て
学
問
研
鑽
し
た
と
い
う
。
御
参
詣
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

佐
渡
行
き
は
聖
人
霊
跡
を
拝
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。『
継

図
次
第
』
に
は
、
参
詣
し
た
具
体
的
な
場
所
や
様
子
な
ど
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
晴
は
日
意
に
随
順
し
た

弟
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
書
の
記
事
は
信
頼
で
き
る
。
日
朝
と

日
意
の
間
に
は
、
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
或

い
は
佐
渡
の
霊
跡
に
つ
い
て
も
話
題
に
上
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

こ
の
後
、
佐
渡
の
霊
跡
を
参
拝
し
、
そ
の
感
慨
を 

書
き
残
し
た
の
は
、
仏
性
院
日
奥
で
あ
る
。
日
奥
は
、 

豊
臣
秀
吉
の
東
山
大
仏
千
僧
供
養
会
出
仕
の
命
を
拒 

み
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
、
住
持
で
あ
っ 

た
京
都
妙
覚
寺
を
出
寺
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
慶
長 

四
年
（
一
五
九
九
）
閏
三
月
中
旬
、
佐
渡
に
参
詣
し
た
。 

佐
渡
の
厳
し
い
自
然
を
目
の
当
た
り
に
し
て
「
高
祖 

四
箇
年
の
御
艱
難
こ
れ
を
想
像
し
、
感
涙
し
ば
し
ば 

下
る
」
中
、
聖
人
の
恩
徳
に
思
い
を
致
し
て
直
ち
に 

帰
京
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
塚
原
で
三
七
日
（
二
十
一
日
）
の
間

室
内
に
籠
も
り
、
昼
夜
に
わ
た
り
法
味
を
捧
げ
た
の
で
あ
る

（
『
奥
聖
鑑
抜
萃
』
）
。
塚
原
は
、
師
の
日
典
が
復
興
に
尽
力
し

た
霊
跡
で
も
あ
っ
た
。
日
奥
に
先
立
つ
同
二
年
（
一
五
九
七
）
四

月
に
は
、
や
は
り
供
養
会
出
仕
を
拒
ん
で
本
国
寺
を
隠
居
し
た

究
竟
院
日
禛
も
、
佐
渡
の
霊
跡
を
参
拝
し
て
い
た
（
日
禛
曼
荼

羅
本
尊
）
。 

 

佐
渡
で
は
、
日
興
の
門
流
が
早
く
か
ら
展
開
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
佐
渡
を
新
た
な
弘
通
の
地
と
し
た
門
流
も
あ
る
。
日

朝
・
日
意
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
久
遠
成
院
日
親
は
、
広
く
各

地
に
弘
通
し
て
寺
院
を
建
立
し
た
が
、
佐
渡
も
そ
の
一
つ
で
あ

っ
た
（
日
親
『
埴
谷
抄
』
）
。
そ
の
一
方
で
、
日
朝
と
日
意
の
事

例
は
、
こ
の
時
代
に
既
に
佐
渡
が
参
詣
す
べ
き
霊
跡
の
地
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
付
記 

一
谷
の
霊
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
妙
照
寺
は
、
不
慮
の
火

災
に
よ
り
令
和
三
年
十
二
月
六
日
に
諸
堂
を
焼
失
し
た
。
霊
跡

の
復
興
に
魔
障
な
き
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。 

          

講
義
報
告 

 

末
木
文
美
士 

先
生 

 

仏
教
哲
学
再
考 

―

『
八
宗
綱
要
』
を
手
掛
か
り
に―

③ 

 
 
 
 
 

 
 

報
告 

佐
古 

弘
純 

 

日
本
仏
教
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
数
多
く
の
功
績
を
の

こ
さ
れ
て
い
る
末
木
文
美
士
先
生
に
よ
る
連
続
講
座
「
仏
教
哲

学
再
考―

『
八
宗
綱
要
』
を
手
掛
か
り
に
③
」
後
期
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

本
講
座
は
、
末
木
先
生
の
講
義
概
要
に
、「
講
読
と
い
う
形
で

は
な
く
、
本
書
を
手
掛
か
り
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
捉
わ
れ
ず

に
、
諸
宗
の
教
学
を
今
日
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
考
え
た
ら

よ
い
の
か
、
応
用
的
に
問
題
を
広
げ
、
手
探
り
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
る
通
り
、
末
木
先
生
の
哲
学
的
な
見
解
や
、
最

先
端
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
講
義
し
て
下
さ
る
た
め
、
日
本

の
仏
教
を
深
く
理
解
し
た
い
方
に
と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
講
義

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
下
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

第
一
回
目
の
講
義
は
、
大
乗
の
根
本
で
あ
り
『
八
宗
綱
要
』
の

山
場
と
な
る
、
テ
キ
ス
ト
第
六
章
「
天
台
宗
」
か
ら
開
始
さ
れ
ま

し
た
。 

は
じ
め
に
、
章
安
大
師
灌
頂
以
降
、
天
台
大
師
智
顗
自
身
の

多
面
的
な
側
面
が
図
式
化
さ
れ
、
さ
ら
に
簡
素
化
し
た
『
八
宗

綱
要
』
に
お
け
る
「
天
台
宗
」
の
解
説
は
、
整
理
が
つ
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、「
天
台
宗
」
の
正
し
い
理
解
と
は
い
え
な
い

こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
に
入
り
、「
天
台
宗
の
宗
名
と
経
論
」
で
は
、
智
顗
自

身
は
『
法
華
経
』
を
特
別
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
た
後
、「
天
台
宗
の
歴
史
」
を
広
範
囲
に
見
て
い
き
ま
し
た
。

「
五
時
八
教
」
で
は
、
五
時
（
乳
・
酪
・
生
酥
・
熟
酥
・
醍
醐
）

と
化
法
の
四
教
（
蔵
・
通
・
別
・
円
）
と
化
儀
の
四
教
（
頓
・
漸
・

 

寺尾 英智 先生 
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秘
密
・
不
定
）
の
関
連
性
を
詳
細
に
説
明
し
、
「
蔵
・
通
・
別
・

円
」
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
テ
キ
ス
ト
の
図
表
を
用
い
な
が
ら
読

み
解
き
、「
化
法
の
四
教
」
と
「
四
土
」
と
「
仏
身
」
の
関
係
を

解
説
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
は
「
化
法
の
四
教
」
が
中
心
と
な
っ
て
展

開
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
実
践
面
で
あ
る 

 

「
一
心
三
観
・
四
種
三
昧
」
で
は
、
テ
キ
ス
ト
に
具
体
的
な
解
説

は
な
く
、
軽
い
捉
え
方
で
あ
る
こ
と
が
凝
然
自
身
の
天
台
宗
の

理
解
だ
っ
た
、
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、「
法
華
経
の
捉

え
方
」
と
し
て
、
舎
利
信
仰
よ
り
も
経
典
信
仰
（
経
典
を
如
来
と

見
る
）
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
後
、
地
獄
か
ら
仏
ま
で
含
む
十

界
互
具
の
構
造
の
意
義
を
哲
学
的
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
念
仏
と
題
目
の
共
通
性
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
、『
選

択
集
』
で
「
念
仏
」
は
難
易
義
よ
り
勝
劣
義
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
機
法
一
体
（
衆
生
と
仏
が
名
号
で
出
会
う
）

と
し
て
い
る
西
山
派
（
証
空
）
の
思
想
に
は
十
界
互
具
の
構
造

が
み
え
る
こ
と
な
ど
、
先
生
独
自
の
視
点
か
ら
解
説
さ
れ
、
テ

キ
ス
ト
読
了
と
な
り
ま
し
た
。 

第
二
回
目
の
講
義
は
、
テ
キ
ス
ト
第
六
章
「
天
台
宗
」
を
深
く

掘
り
下
げ
、「
止
観
の
系
譜
」
と
「
『
大
乗
起
信
論
』
の
思
想
系
譜
」

の
二
章
に
分
け
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。 

「
止
観
の
系
譜
」
で
は
禅
観
思
想
を
と
り
あ
げ
、
精
神
統
一

を
し
て
対
象
を
観
察
す
る
観
法
か
ら
、
仏
を
対
象
に
観
ず
る
観

仏
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
禅
宗
の
禅
観
は
、
既
定
の
座
禅
法
を
否
定
し
て
い
く
教
え 

 
 

       

で
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、「『
大
乗
起
信
論
』
の
思

想
系
譜
」
で
は
、
『
大
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
認
識
論
か
ら
、

新
た
な
思
想
を
生
み
出
し
て
い
く
生
成
論
と
し
て
発
展
し
て
い

っ
た
こ
と
を
確
認
し
、『
大
乗
起
信
論
』
に
お
い
て
は
、
真
如
（
如

来
蔵
）
と
無
明
が
和
合
し
て
阿
頼
耶
識
と
な
り
、
真
如
（
如
来

蔵
）
自
体
に
隨
縁
の
は
た
ら
き
は
な
い
、
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
華
厳
の
系
譜
（
杜
順
・
智
儼
・
法
蔵
・
澄
観
・
宗
密
）

で
あ
る
法
蔵
と
宗
密
に
焦
点
を
あ
て
ま
し
た
。
法
蔵
『
起
信
論

義
記
』
に
お
い
て
は
、
真
如
自
体
に
隨
縁
と
不
変
を
た
て
、
隨
縁

真
如
を
如
来
蔵
、
不
変
真
如
を
真
如
門
と
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
の
ち
、
真
如
と
無
明
の
関
係
性
を
具
体
的
に
解
説
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
法
蔵
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
華
厳
教
判
に
お
い

て
、
如
来
蔵
縁
起
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
宗
密
『
円
覚

経
略
疏
』
に
お
け
る
真
如
縁
起
に
つ
い
て
な
ど
、
詳
細
に
説
示

さ
れ
、
思
想
転
換
の
流
れ
を
見
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
に
、「
『
釈

摩
訶
衍
論
』
の
問
題
」
で
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
説
か
れ
る
十

六
能
入
門
・
十
六
所
入
門
・
不
二
摩
訶
衍
の
三
十
三
種
差
別
に

つ
い
て
解
説
し
、
講
義
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

第
三
回
目
の
講
義
は
、「
日
本
天
台
宗
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、「
最
澄
の
理
想
」「
安
然
に
よ
る
密
教
化
」「
山
家
・
山
外
と

性
善
・
性
悪
」
の
三
章
に
わ
け
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。 

「
最
澄
の
理
想
」
で
は
、
大
乗
戒
に
お
け
る
菩
薩
の
問
題
と

し
て
、
最
澄
と
徳
一
の
「
一
乗
三
乗
論
争
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の

論
点
は
「
菩
薩
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
独
自
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
最
澄

の
『
山
家
学
生
式
』
に
あ
る
、
理
想
と
す
る
国
の
あ
り
か
た
を
明

か
す
六
条
式
（
照
千
一
隅
の
文
）
と
、
な
ぜ
大
乗
戒
を
採
用
し
た

か
を
明
か
す
四
条
式
（
真
俗
一
貫
の
文
）
を
読
み
解
き
、
在
家
と

出
家
が
大
乗
戒
に
よ
っ
て
共
に
菩
薩
に
な
り
え
る
と
し
た
こ
と

で
、
互
い
に
協
力
し
あ
う
こ
と
が
最
澄
の
理
想
で
あ
り
、
さ
ら

に
最
澄
は
そ
の
後
、『
法
華
経
』
を
絶
対
化
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
、
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。「
安
然
に
よ
る
密
教
化
」
で
は
、
安

然
は
天
台
の
密
教
を
完
成
さ
せ
、
本
覚
思
想
の
原
型
を
つ
く
り

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
安
然
の
密

教
は
、
理
論
的
な
関
連
か
ら
い
く
と
空
海
と
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
空
海
批
判
か
ら
安
然
独
自
の
思
想
を
築
い
て
い
っ
た
こ
と

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
共
通
点
と
し
て
、
二
人
が
『
釈
摩
訶
衍

論
』
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
二
人
の
大
き

く
異
な
る
要
点
と
し
て
、
空
海
の
『
十
住
心
論
』（
段
階
的
・
差

別
化
）
と
安
然
の
『
教
時
義
』（
四
一
教
判
・
す
べ
て
が
真
如
で

あ
り
平
等
）
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
十
識

説
）
の
捉
え
方
の
違
い
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。「
山
家
・
山
外
と

性
善
・
性
悪
」
で
は
、
山
外
派
の
性
善
説
は
、
止
観
を
実
践
す
る

場
合
は
現
実
的
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
十
界
互
具
」

に
お
い
て
は
や
は
り
山
家
派
の
性
悪
説
の
方
が
人
間
観
と
し
て

は
優
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
安
然
は
性
善
説
・

性
悪
説
の
両
方
の
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

論
じ
ら
れ
講
義
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

本
講
座
は
、
末
木
先
生
の
明
解
な
講
義
に
加
え
、
毎
回
高
度

な
質
問
が
飛
び
交
う
最
高
峰
の
学
び
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
、
二
月
五
日
（
土
）
に
後
期
講
座
第
四
回
目
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
是
非
、
ご
聴
講
下
さ
い
。 

 講
義
報
告 

法
華
仏
教
講
座 

第
一
回 

川
﨑
弘
志 

先
生 

講
義 

第
二
回 

木
村
中
一 

先
生 

講
義 

第
三
回 

宮
田
幸
一 

先
生 

講
義 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

報
告 

布
施 

義
高 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

西
山 

明
仁 

 

「
法
華
仏
教
講
座
」
は
、
法
華
コ
モ
ン
ズ
の
前
身
・
本
化
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
の
講
義
形
式
を
踏
襲
し
た
講
座
で
、
毎
年

 

末木文美士 先生 
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度
後
期
・
月
一
回
（
原
則
土
曜
日
開
催
）
午
後
四
時
半
～
二
時

間
の
枠
に
、
斯
界
で
注
目
さ
れ
る
学
者
・
研
究
者
を
毎
回
交
代

制
で
講
師
に
お
迎
え
申
し
上
げ
て
い
る
。 

令
和
三
年
度
後
期
は
、
第
一
回
（
令
和
三
年
（
以
下
同
）
一
〇

月
）
＝
川
﨑
弘
志
先
生
、
第
二
回
（
一
一
月
）
＝
木
村
中
一
先
生
、

第
三
回
（
一
二
月
）
＝
宮
田
幸
一
先
生
、
第
四
回
（
令
和
四
年

〈
以
下
同
〉
一
月
）
＝
西
山
茂
先
生
、
第
五
回
（
二
月
）
＝
大
竹

晋
先
生
、
第
六
回
（
三
月
）
＝
花
野
充
道
先
生
に
講
師
と
し
て
ご

登
壇
頂
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
も
大
変
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で

あ
る
。
以
下
、
こ
こ
で
は
、
第
一
回
～
第
三
回
ま
で
の
講
義
報
告

を
行
い
た
い
。 

 

第
一
回
講
義
は
、
令
和
三
年
一
〇
月
二
日
（
土
）
、
川
﨑
弘
志

先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。
九
月
三
〇
日
に

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
久
々
に
常
圓
寺
様
祖
師
堂
（
三

階
会
議
室
）
を
会
場
と
し
た
対
面
講
義
と
な
っ
た
。 

今
回
の
川
﨑
先
生
の
ご
講
題
は
「
台
密
に
お
け
る
日
蓮
の
血

脈
相
承
の
系
譜
」
。 

先
生
が
『
法
華
仏
教
研
究
』
第
二
八
号
（
二
〇
一
九
年
）
で

公
表
さ
れ
た
同
題
論
攷
の
内
容
に
、
そ
の
後
の
緻
密
な
続
編
的

考
察
を
加
え
た
形
の
貴
重
な
ご
講
義
で
あ
っ
た
。
『
不
動
愛
染

感
見
記
』
に
記
さ
れ
る
大
日
如
来
～
日
蓮
聖
人
の
嫡
々
二
十
三

代
相
承
系
譜
の
精
査
に
主
眼
が
置
か
れ
、
膨
大
な
時
間
と
労
力

を
注
い
で
到
達
さ
れ
た
研
究
成
果
を
、
当
日
の
受
講
者
に
惜
し 

        

み
な
く
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

先
行
研
究
と
な
る
山
川
智
応
博
士
や
山
中
喜
八
博
士
の
説
、

ま
た
、『
理
性
院
血
脈
』
を
め
ぐ
る
戸
頃
重
基
・
高
木
豊
両
博
士
、

山
口
晃
一
氏
の
所
見
な
ど
を
四
方
八
方
か
ら
吟
味
、
再
検
討
さ

れ
、
更
に
厖
大
な
資
料
を
精
査
さ
れ
た
上
で
辿
り
着
か
れ
た
ご

自
身
の
ご
見
解
を
示
さ
れ
る
と
い
う
、
圧
巻
の
二
時
間
で
あ
っ

た
（
な
お
、
今
回
の
貴
重
な
ご
報
告
は
、
遠
か
ら
ず
論
文
と
し
て

公
表
さ
れ
る
ご
予
定
と
の
こ
と
）
。 

膨
大
な
資
料
をP

o
w

erP
o

in
t

で
示
し
な
が
ら
、
要
点
を
分

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
明
快
さ
に
満
ち
た
素

晴
ら
し
い
ご
講
義
で
あ
っ
た
。 

当
日
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
学
識
を
有
す
る
聴
講
者
が
会
場
へ

お
越
し
に
な
っ
た
。
講
義
終
了
後
、
か
な
り
深
い
次
元
で
の
活

発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
法
華
コ
モ
ン
ズ
ら
し
い
有
意
義
な

時
間
を
共
有
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
に
、
無
上
の
喜
び
を
感
じ
た

次
第
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
上
、
布
施
義
高
記
） 

 
第
二
回
は
、
令
和
三
年
一
一
月
二
七
日
（
土
）
木
村
中
一
先
生

に
よ
る
「
近
世
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
遺
文
の
編
纂
を
考
え
る
」
。

木
村
先
生
の
専
攻
は
主
に
日
本
仏
教
、
日
蓮
教
団
史
、
日
蓮
聖

人
遺
文
研
究
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
優
れ
た
研
究
論
文
を
発
表

さ
れ
て
い
る
。 

は
じ
め
に
日
蓮
聖
人
滅
後
、
日
蓮
聖
人
の
書
か
れ
た
ご
遺
文

が
、
弟
子
檀
越
を
中
心
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
き
た
の
か
。

そ
の
継
承
の
歴
史
を
「
遺
文
継
承
史
」
と
称
し
、
そ
の
上
で
「
編

年
体
遺
文
目
録
」
の
種
類
と
そ
の
受
容
、
ま
た
後
世
に
与
え
た

影
響
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。 

ま
ず
代
表
的
な
編
年
体
御
書
目
録
と
し
て
『
御
書
新
目
録
』

な
ど
４
点
を
挙
げ
て
、
各
目
録
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
細
に
ご
説

明
。
続
け
て
勇
猛
院
日
麑
『
祖
書
編
輯
考
』
に
よ
る
『
録
内
御

書
』
の
日
蓮
聖
人
一
周
忌
成
立
説
否
定
を
、
日
蓮
遺
文
編
纂
史 

上
に
お
け
る
新
た
な
局
面
の
到
来
を
示
し
た
一
例
と
指
摘
さ
れ

た
。
ま
た
深
見
要
言
、
小
川
泰
堂
ら
在
家
者
に
よ
る
日
蓮
遺
文

編
纂
も
ま
た
、
日
蓮
遺
文
編
纂
史
上
に
お
け
る
新
局
面
と
指
摘

さ
れ
た
。 

最
後
に
木
村
先
生
は
、
日
蓮
聖
人
滅
後
、
約
四
〇
〇
年
が
経

過
し
た
近
世
に
至
る
と
「
編
年
体
御
書
目
録
」
が
成
立
、
こ
れ

に
よ
り
日
蓮
遺
文
が
年
代
順
に
整
理
さ
れ
、
読
者
は
日
蓮
遺
文

の
文
言
を
通
じ
て
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
や
思
想
を
「
追
体
験
」

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
日
蓮
遺
文
の
歴
史
的
展

開
と
し
て
の
「
日
蓮
遺
文
の
編
年
化
」
は
、
日
蓮
遺
文
継
承
史

上
に
お
け
る
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
の
で
あ
る
、
と
結
論
を
述

べ
ら
れ
た
。 

講
座
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
木
村
先
生
ご
自
身
が

調
査
、
実
見
さ
れ
た
も
の
で
、
聴
講
者
一
同
は
貴
重
な
資
料
の

解
説
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。 

          

第
三
回
は
、
令
和
三
年
一
二
月
四
日
（
土
）
宮
田
幸
一
先
生
に

よ
る
「
『
観
心
本
尊
抄
』
本
尊
段
の
本
尊
と
「
本
門
本
尊
」
と
の

関
係
に
つ
い
て
」
。
宮
田
先
生
は
、
創
価
大
学
文
学
部
教
授
な

ど
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
現
在
は
創
価
大
学
名
誉
教
授
。

『
観
心
本
尊
抄
』
の
本
尊
段
に
説
か
れ
る
説
示
と
、
「
本
門
本

尊
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。 

最
初
に
「
本
尊
」
「
曼
荼
羅
」
の
用
語
と
そ
の
意
義
に
つ
い 

 

川﨑弘志 先生 

 

木村中一 先生 
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て
、
行
学
院
日
朝
の
解
釈
に
つ
い
て
触
れ
、
続
い
て
慶
林
坊
日

隆
『
観
心
本
尊
抄
文
段
』
の
「
能
生
、
所
生
」
の
タ
ー
ム
に
着
目
。

関
連
す
る
日
隆
の
上
行
＝
日
蓮
＝
本
因
妙
と
す
る
思
想
と
、
富

士
門
流
の
大
石
寺
九
世
日
有
以
降
の
本
因
妙
思
想
と
の
関
係
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。 

次
に
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
本
尊
」
の
用
語
に
つ
い
て
、
「
一

閻
浮
提
第
一
の
本
尊
」
は
「
本
門
寿
量
品
の
本
尊
」
と
は
違
う
と

し
た
上
で
、『
観
心
本
尊
抄
』
を
好
意
的
に
末
法
修
行
論
と
し
て

整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
本
尊
段
に
説
か
れ
る
「
本

尊
に
唱
題
す
る
」
と
い
う
修
行
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

他
の
信
頼
で
き
る
御
書
に
明
ら
か
で
あ
る
、
と
『
本
尊
問
答
抄
』

な
ど
の
御
書
の
説
示
を
例
に
挙
げ
説
明
さ
れ
た
。 

最
後
に
「
本
門
の
本
尊
」
と
言
う
場
合
、
文
脈
に
よ
っ
て
大

曼
荼
羅
（
本
尊
段
の
本
尊
）
と
寿
量
の
仏
と
い
う
二
つ
の
意
味

が
あ
り
、
『
観
心
本
尊
抄
』
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か
に
よ
っ
て

意
味
が
異
な
る
。
日
蓮
聖
人
滅
後
に
お
け
る
仏
本
尊
・
法
本
尊

を
め
ぐ
る
論
争
は
、
日
蓮
聖
人
が
「
本
門
の
本
尊
」
に
つ
い
て

明
確
な
説
示
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ

重
厚
か
つ
濃
密
な
講
義
を
終
え
ら
れ
た
。 

宮
田
先
生
は
、
と
き
に
自
身
の
体
験
や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
明

快
に
語
ら
れ
、
講
義
終
了
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
の
各
受

講
者
か
ら
熱
心
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
、
一
人
一
人
に
丁
寧
に

回
答
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
以
上
、
西
山
明
仁
記
） 

        

 

講
義
報
告 

 

菊
地 

大
樹 

先
生 

歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教 

⑧ 

裏
か
ら
読
む
鎌
倉
時
代 

—

日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
の
世
界—

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

澁
澤 

光
紀 

 

連
続
講
座
シ
リ
ー
ズ
「
歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
」
は
第

八
期
目
を
迎
え
て
、
今
回
は
「
裏
か
ら
読
む
鎌
倉
時
代―

日
蓮

遺
文
紙
背
文
書
の
世
界
」
を
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
紙
背
文
書
」
と
は
、
紙
が
貴
重
だ
っ
た
時
代
に
、
反
古
紙
と

し
て
捨
て
る
は
ず
の
手
紙
や
事
務
書
類
の
裏
面
を
活
か
し
て
ノ

ー
ト
用
な
ど
に
使
っ
た
た
め
、
偶
然
に
残
っ
た
文
書
の
こ
と
で 

す
。
千
葉
氏
の
有
力
な
事
務
官
僚
だ
っ
た
富
木
常
忍
が
、
手
元

に
残
っ
た
大
量
の
反
古
紙
を
日
蓮
聖
人
に
提
供
し
、
聖
人
が
そ

れ
に
「
天
台
肝
要
文
」
「
双
紙
要
文
」
「
破
禅
宗
」
「
秘
書
要
文
」

を
書
き
残
し
た
も
の
を
「
日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
」
と
呼
び
、
中
山

法
華
経
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
蓮
遺
文
の
裏
（
本
来
は
表
）
に
書
か
れ
た
当
時
の
行

政
な
ど
に
か
か
わ
る
文
書
か
ら
は
、「
日
蓮
聖
人
の
生
き
た
時
代

の
社
会
の
息
吹
き
が
生
き
生
き
と
感
じ
ら
れ
（
講
義
概
容
）
」
る
ほ

ど
に
、
大
変
貴
重
な
歴
史
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
講
義
で

は
、
テ
キ
ス
ト
の
『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
・
中
世
２
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
紙
背
文
書
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
中
世
鎌
倉
の
武

士
の
有
様
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
全
五
講
の
う
ち
既
に
四
講
が

終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

第
１
講
（
一
〇
月
一
九
日
）
は
「
日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
」
と
は
な

ん
だ
ろ
う
」
と
の
題
で
、
初
心
者
に
も
分
か
る
詳
し
い
説
明
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
残
る
は
ず
の
な
か
っ
た
書
状
な
ど
か
ら
、

当
時
の
人
が
伝
え
よ
う
と
思
わ
な
か
っ
た
生
活
や
社
会
な
ど
の

歴
史
の
側
面
が
読
み
取
れ
る
こ
と
で
、
紙
背
文
書
は
こ
こ
数
十

年
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。「
日
蓮
遺
文
紙
背

文
書
」
は
、
中
尾
堯
編
『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』
で
ほ
ぼ
全
部
を

翻
刻
紹
介
（
一
九
六
八
）。
中
尾
堯
編
「
日
蓮
聖
人
御
真
蹟—

中

山
法
華
経
寺
聖
教
殿
所
蔵―

」
で
原
本
の
形
状
ま
で
あ
わ
せ
て

影
印
の
形
で
復
元
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
２
講
（
一
一
月
一
六
日
）「
日
蓮
と
富
木
氏
・
八
幡
荘
」
で
は
、

紙
背
文
書
か
ら
う
か
が
え
る
当
時
の
日
蓮
聖
人
周
辺
の
世
界
や
、

な
ぜ
富
木
氏
は
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
日
蓮
聖
人
を
保
護
し
た
の

か
な
ど
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
そ

の
内
容
を
簡
単
に
報
告
し
ま
す
。 

富
木
氏
と
日
蓮
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
六
浦
上
行
寺
伝
に
「
六

浦
と
下
総
を
む
す
ぶ
船
中
で
会
っ
て
問
答
の
す
え
に
常
忍
が
帰

依
し
た
」
と
あ
り
、「
天
台
肝
要
文
」
か
ら
日
蓮
聖
人
は
建
長
五

年
に
は
八
幡
荘
若
宮
の
富
木
氏
周
辺
に
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

富
木
氏
の
出
自
は
因
幡
国
富
木
郷
の
武
士
で
、
父
・
蓮
忍
の

時
に
千
葉
氏
に
仕
え
て
八
幡
荘
若
宮
に
移
住
。
富
木
父
子
に
は
、

「
目
代
」
と
い
う
国
司
の
代
理
人
の
能
力
が
あ
り
ま
し
た
。
八

幡
荘
「
若
宮
」
は
、
も
と
石
清
水
八
幡
宮
極
楽
寺
の
「
葛
飾
八
幡

別
宮
」
と
見
ら
れ
、
千
葉
氏
被
官
の
富
木
・
太
田
・
曽
谷
な
ど
が

荘
内
の
郷
で
の
代
官
職
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。
領
主
に
と
っ
て

僧
俗
が
集
ま
る
「
談
議
所
」
を
領
内
に
持
つ
の
は
経
済
的
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
常
忍
は
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
聖
教
格
護
と
と

も
に
、
談
議
所
と
し
て
も
法
華
経
寺
を
運
営
し
た
よ
う
で
す
。 

第
３
講
（
一
二
月
一
六
日
）
で
は
、
「
千
葉
氏
の
活
動
と
京
・
鎌 

         

菊地大樹 先生 

 
宮田幸一 先生 
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倉
・
鎮
西
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
日
本
六
十
六
ヶ
国
の
三
ヶ
国

の
守
護
職
で
北
条
氏
に
次
ぐ
有
力
御
家
人
だ
っ
た
千
葉
氏
に
つ

い
て
、
そ
の
領
内
で
の
活
動
を
中
心
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

千
葉
氏
は
、
幕
府
に
「
宮
御
方
侍
」
を
命
じ
ら
れ
京
の
内
裏
造

営
の
仕
事
を
担
当
し
た
り
、
鎌
倉
に
常
住
す
る
鎌
倉
中
と
し
て

の
都
市
整
備
や
警
備
の
役
、
ま
た
最
も
重
要
な
役
の
一
つ
の
「
垸

飯
（
お
う
ば
ん
）
」（
正
月
の
将
軍
へ
の
饗
応
行
事
）
役
な
ど
で
、
大
き

な
資
金
力
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
「
長
専
奉
書
（
『
秘
書
要
文
』
）
」

か
ら
は
、
富
木
常
忍
の
下
で
垸
飯
の
準
備
に
奔
走
す
る
金
融
業

者
・
法
橋
長
専
の
様
子
が
わ
か
り
、
有
力
御
家
人
で
あ
る
千
葉

氏
の
活
躍
の
舞
台
裏
（
家
政
事
情
）
が
う
か
が
え
ま
す
。 

第
４
講
（
一
月
一
八
日
）
の
「
日
蓮
を
と
り
ま
く
金
融
経
済
の
世

界
」
で
は
、
紙
背
文
書
か
ら
見
え
て
来
る
千
葉
氏
の
よ
う
な
数

か
国
の
守
護
を
勤
め
る
大
御
家
人
の
経
済
事
情
や
、
そ
う
し
た

中
世
の
金
融
経
済
の
中
で
、
宗
教
者
や
宗
教
施
設
の
果
た
し
た

役
割
に
注
目
し
て
の
ご
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。 

中
世
の
金
融
業
（
者
）
の
こ
と
を
「
借
上
」
と
い
い
、
鎌
倉
時

代
に
は
「
借
上
」
が
発
達
し
て
、
武
士
貴
族
の
活
動
か
ら
年
貢
の

弁
済
ま
で
広
く
融
資
を
展
開
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
千
葉
氏

は
「
垸
飯
」
役
で
も
所
領
か
ら
の
収
入
で
は
足
ら
ず
に
金
融
業

か
ら
の
借
金
で
賄
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
京
都
大
番
役
で
も
、

「
替
銭
」
と
い
う
手
形
を
振
り
出
し
て
勤
め
た
と
の
こ
と
で
す
。 

ま
た
日
蓮
・
鎌
倉
仏
教
と
金
融
経
済
の
関
係
と
し
て
、
寺
院

は
資
本
が
集
中
し
蓄
積
す
る
場
所
な
の
で
、
領
主
側
に
と
っ
て

も
擁
護
す
る
価
値
が
あ
り
、
千
葉
氏
の
家
政
を
担
っ
た
富
木
常

忍
が
日
蓮
聖
人
を
保
護
し
た
の
は
、
信
心
の
み
な
ら
ず
領
内
の

拠
点
と
し
て
の
寺
院
・
談
議
所
の
要
と
な
る
学
僧
だ
と
判
断
し

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
終
回
の
第
５
講
は
「
日
蓮
を
と
り
ま
く
百
姓
の
世
界
」
で

す
。
ま
た
来
期
の
四
月
か
ら
は
「
歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
」

の
第
九
期
目
と
し
て
「
法
華
持
経
者
の
思
想
的
系
譜
」
が
始
ま

り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
聴
講
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 講
義
報
告 

 

菅
野 

博
史 

先
生 

『
法
華
経
』『
法
華
文
句
』
講
義 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
集
部 

 

本
年
度
後
期
一
〇
月
か
ら
の
講
義
は
、
久
々
に
対
面
で
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
や
は
り
対
面
で
の
講
義
は
緊

張
感
が
あ
り
、
菅
野
先
生
の
声
も
活
き
活
き
し
た
ラ
イ
ブ
感
が

感
じ
ら
れ
、
講
義
内
容
が
頭
に
入
り
や
す
い
気
分
に
な
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
も
終
息
す
る
か
と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
新
年
に
入
っ
て
の
Ｏ
株
の
感
染
爆
発
に
よ
り
、
ま

た
一
月
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
三
度
の
対
面
講
義
と
動
画
配
信
が
出
来
た
こ
と
は
幸
い

で
し
た
。
で
は
、
そ
の
講
義
報
告
を
し
て
い
き
ま
す
。 

復
習
す
る
と
九
月
の
講
義
で
は
、『
方
便
品
』
の
十
如
是
の
と

こ
ろ
を
講
義
し
て
頂
き
、
テ
キ
ス
ト
で
は
『
法
華
文
句
（
Ⅱ
）
』

の
四
二
九
頁
の
最
後
「
経
に
「
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
」
と
云
う
が

故
に
、
位
を
用
て
釈
す
る
な
り
」
ま
で
で
し
た
。 

後
期
の
十
月
講
義
は
通
算
で
四
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。
テ

キ
ス
ト
は
四
三
〇
頁
の
初
め
～
四
三
七
頁
の
最
後
ま
で
、
前
回

の
「
正
し
く
広
く
権
実
の
相
を
釈
す
」
の
続
き
と
な
り
、
十
如
是

を
四
段
階
（
「
十
法
界
」「
仏
法
界
」「
離
合
」「
位
」）
に
よ
っ
て

釈
し
て
い
く
内
容
を
中
心
に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。 

       

科
文
分
け
で
は
「
十
法
界
に
約
し
て
釈
す
」
、
「
仏
法
界
に
約

し
て
釈
す
」
、
「
離
合
に
約
し
て
釈
す
」
、
「
位
に
約
し
て
釈
す
」
、

「
正
し
く
十
如
を
釈
す
」
、
「
重
ね
て
究
竟
等
を
釈
す
」
、
「
三
徳

本
末
不
二
を
釈
す
」
、
「
重
ね
て
究
竟
等
不
二
を
釈
す
」
、
「
不
可

議
を
釈
す
」
と
な
り
ま
す
。 

十
一
月
二
十
九
日
の
講
義
は
、
テ
キ
ス
ト
四
三
八
頁
の
「
偈

に
二
十
一
行
有
り
て
～
」
か
ら
始
ま
り
、
四
四
五
頁
の
終
わ
り

ま
で
、
偈
文
の
解
釈
と
な
り
ま
す
。
偈
文
の
随
文
釈
義
は
、
長
行

と
の
対
応
関
係
を
示
し
な
が
ら
、
煩
瑣
な
ほ
ど
に
詳
し
く
解
説

し
て
い
く
の
で
頭
が
混
乱
し
ま
す
が
、
レ
ジ
ュ
メ
に
は
そ
の
偈

頌
と
長
行
の
対
応
が
こ
れ
も
細
か
く
丁
寧
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

科
文
で
は
、
二
十
一
行
の
偈
頌
を
「
長
行
を
頌
す
（
十
七
行
半
）
」

と
「
開
三
顕
一
、
動
執
生
疑
（
三
行
半
）
」
に
分
け
、
そ
の
後
の

「
爾
時
大
衆
中
～
」
か
ら
を
「
執
動
じ
て
疑
を
生
じ
、
疑
を
謄
げ

て
請
を
致
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
菅
野
先
生
は
こ
の
「
執
を
動
じ

て
疑
い
を
生
ず
」
に
関
し
て
、「
舎
利
弗
た
ち
が
仏
の
言
葉
に
疑

い
を
生
じ
た
と
い
う
切
実
さ
を
理
解
し
な
い
と
、
方
便
品
の
面

白
さ
は
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

十
二
月
二
十
日
の
講
義
は
、
経
文
で
は
「
爾
の
時
に
舎
利
弗

は
四
衆
の
心
の
疑
い
を
知
り
～
」
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
は
四
四
六

頁
か
ら
で
、
科
文
は
「
開
三
顕
一
、
動
執
生
疑
」
に
続
い
て
の

「
疑
を
叙
す
」
「
正
し
く
請
決
す
る
を
明
か
す
」
に
な
り
ま
す
。

「
爾
の
時
に
舎
利
弗
～
」
か
ら
は
三
止
三
請
の
第
一
請
で
、
第

一
止
は
『
方
便
品
』
最
初
の
「
止
舎
利
弗
、
不
須
復
説
」
が
そ
れ

で
す
。
三
止
三
請
が
終
わ
っ
て
の
「
爾
時
世
尊
告
舎
利
弗
～
」
か

ら
は
広
開
三
顕
一
で
す
。
こ
れ
を
十
義
で
解
釈
し
て
、
第
一
の

「
通
別
を
明
か
す
」
で
、
三
周
説
法
の
う
ち
「
法
説
周
」
か
ら
の

解
釈
に
入
り
ま
し
た
。
講
義
は
、
十
義
の
第
二
「
有
声
聞
・
無
声

聞
を
明
か
す
」
の
段
ま
で
を
詳
し
く
読
解
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

次
回
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
三
十
一
日
で
、
テ
キ
ス
ト
は
四

五
四
頁
の
一
行
目
か
ら
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
に
な
り
ま
す
。 

２ 

象
徴
天
皇
の
誕
生
と
天
皇
機 

 

菅野博史 先生 
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法華コモンズ仏教学林 前期講座一覧 
 

2022（令和４）年度前期講座 開講：４月～９月 

《 対面講義が不可の場合は、開催日時でのオンライン講義、または講義動画配信にて開講します 》 

 

連続講座「仏教哲学再考―『八宗綱要』を手掛かりに④」  講師：末木文美士 先生 

第 13 回 ５月１４日 ／ 第 14 回 ６月 ４日 ／ 第 15 回 ７月 ２日 ／ 第 16 回 ８月 ６日  

   ※日時は、土曜日の午後４時 30 分～6 時 30 分  ※全回オンライン実況での講義となります（対面なし）。 

【受講料】1 期 4 回分 10,000 円 ／【教 材】鎌田茂雄全訳注『八宗綱要』（講談社学術文庫） 

 

シリーズ講座「法華仏教講座」全６回   ※日時は、土曜日の午後４時 30 分～6 時 30 分 

第１回  4 月 ９日 「天台と三論 ―久遠実成を考える―」           講師：村上明也 先生   

第２回 ５月 7 日 「最澄・徳一論争と、その後の展開」（オンライン講義）   講師：師 茂樹 先生        

第３回 ６月２５日 「法華御籤の成立と展開」                 講師：芹澤寛隆 先生  

第４回  ７月３０日 「堅樹院日寛教学をめぐって」              講師：水谷進良 先生                  

第５回  ８月２７日 「『開目抄』再考」                      講師：都守基一 先生    

第６回  ９月１０日 「日蓮教学における教観論と種脱論」          講師：花野充道 先生                     

【受講料】 12,000 円（全 6 回の講義分）※当日１回の受講料は 3,000 円        

 

歴史から考える日本仏教⑨ 「法華持経者の思想的系譜」  
  ※原則火曜日、午後 6 時 30 分～8 時 30 分（特別講義は土曜日の 3 時間）  講師：菊地大樹 先生  

第１講 ４月１９日「山林修行と持経者」     ／ 第 3 講 ６月２１日「持経者から日蓮へ―密教をめぐる問題」 

第２講 ５月１７日「持経者としての後白河院の宗教世界」／ 第 4 講 ７月１９日「南都堂衆の活動と持経者」 

特別講義 9 月 17 日（土） 「対談：法華経の行者か、持経者か―間宮啓壬先生をお迎えして」 

       午後 4 時 30 分～7 時 30 分     【受講料】全 5 回 10,000 円 /1 回 3,000 円（特別講義も同様）  

 

『法華経』『法華文句』講義           講師：菅野博史 先生 
 ※原則 第４月曜日  午後６時 30 分～8 時 30 分 

   第 1 回 ４月 25 日 ／  第 2 回 ５月３０日 ／  第 3 回 ６月２７日   

第 4 回 ７月２５日 ／  第 5 回 ８月２９日 ／  第 6 回 ９月２６日   

  【受講料】 12,000 円（全 6 回分の講義分）※当日１回の受講料は 3,000 円 

  【教 材】 『法華文句』Ⅰ～Ⅳ（第三文明社、各冊 2,530 円のところ、受付にて割引 2,000 円で頒布） 
 

【会場】新宿常円寺 祖師堂地階ホール 新宿区西新宿 7-12-5 電話 03-3371-1797（寺務所） 

【申込】受講講座名・氏名・住所・連絡先を明記して送付 ⇒ FAX：042-627-7227 

mail：hokkecommons＠gmail.com ／ ブログ：https://hokke-commons.jp/  
 

192-0051 八王子市元本郷町 1-1-9 善龍寺内 法華コモンズ仏教学林 事務局 
 

 

https://hokke-commons.jp/
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個
人
会
員 

 

※
１
口 

一
万
円 

６
口 

小
松 

正
学 

 

２
口 

菅
野 

博
史 

６
口 

松
原 

勝
英 

 
２
口 

西
山 

英
仁 

６
口 

中
野 

顕
昭 

 
１
口 

覚
藏
寺 

６
口 

椿
澤 

舜
玄 

 

１
口 
長
谷
川
正
浩 

６
口 

村
上 

東
俊 

 

１
口 

互
井 

観
章 

５
口 

鈴
木 

正
厳 

 

１
口 

菊
地 
大
樹 

 

３
口 

持
田 

貫
信 

 

１
口 

西
山 

茂 

３
口 

竹
内 

敬
雅 

 

１
口 

澁
澤 

光
紀 

※ 

匿
名 

希
望 

法
人
会
員 

 
 

※
１
口 

五
万
円 

３
口 

本
國
寺 

 
 

２
口 

東
洋
哲
学
研
究
所 

  

２
口 

持
法
寺 

 
 

２
口 

善
龍
寺 
 
 
 

２
口 

本
妙
寺 

 
 

１
口 

摩
耶
寺 

２
口 

大
久
寺 

 
 

１
口 

天
龍
寺 

（
以
上
） 

 

特
別
支
援
団
体 

本
多
日
生
記
念
財
団 

 
 
 

１
８
万
円 

 
 

※
本
多
日
生
記
念
財
団
様
か
ら
は
、
本
学
林
の
前
身
と
な

る
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
の
時
代
か
ら
、
毎
年
継

続
し
て
多
額
の
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 ●
皆
さ
ま
の
ご
賛
助
・

ご
支
援
に
篤
く
感
謝
い
た
し
ま
す

す
。 

 
 

 

【
年
間
賛
助
会
員 

加
入
申
込
み
】 

◯ 

個

人

会

員 
—

 

年
間
１
口
（
１
万
円
） 

◯ 

法
人
・
団
体
会
員 —

 

年
間
１
口
（
５
万
円
） 

 

《
特
典
》 

●
個
人
会
員
で
６
口
以
上
の
方
に
は
、
会
員
の
み
使
え
る

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
を
授
与
。 

●
法
人
・
団
体
会
員
で
は
２
口
で
、
誰
で
も
使
え
る
年
間

フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
を
授
与
。 

●
表
紙
上
・
枠
内
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ブ
ロ
グ
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

★ 
個
人
か
法
人
か
、
ま
た
何
口
か
を
明
記
す
る
。 

★ 

名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス 

ま
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
す
る
。 

 

 

●
直
接
に
ご
加
入
・
ご
支
援
を
頂
け
る
方
は
、 

郵
便
振
込
用
紙
に
て
連
絡
欄
に
必
要
事
項
を
ご
記
入 

の
上
、
左
記
の
口
座
に
て
お
振
込
み
下
さ
い
。 

【口
座
名
】  

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

【口
座
番
号
】 

０
０
１
５
０-

７-

６
３
４
７
１
２ 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

             

■
次
の
講
座
の
講
座
映
像
版
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
と
Ⅾ
Ｖ
Ｄ
版
） 

を
頒
布
し
て
い
ま
す
。 

○
菊
地
大
樹
先
生
「『
吾
妻
鏡
』
と
鎌
倉
仏
教
」
６
回 

○
池
上
要
靖
先
生
「
初
期
仏
教
研
究
」
６
回 

○
菊
地
大
樹
先
生
「
歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
」 

①
鎌
倉
時
代
を
射
程
に
い
れ
て 

②
《
顕
密
問
題
》
を
考
え
る 

③
日
本
宗
教
史
の
名
著
を
読
む 

④
鎌
倉
仏
教
史
の
名
著
を
読
む 

 
 

※
①
～
④
ま
で
各
講
座
そ
れ
ぞ
れ
６
回
の
講
義 

◎
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
：
価
格
一
万
二
千
円
（
消
費
税
込
） 

全
６
回
講
義
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
と
レ
ジ
ュ
メ
Ｐ
Ｄ
Ｆ 

 

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
：
価
格
一
万
二
千
五
百
円
（
消
費
税
・
送
料
込
） 

全
６
回
講
義
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
６
枚
組
と
レ
ジ
ュ
メ
印
刷
物 

◆
詳
細
は
ブ
ロ
グ
（https://hokke-commons.jp

）
参
照
。 

 

■
次
の
書
籍
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。
お
申
込
み
下
さ
い
。 

【
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
叢
書
】
頒
価 

一
冊
二
千
円
＋
送
料 

 

○
叢
書
⑵ 

『「
九
識
説
」
と
は
何
か
』 

 

○
叢
書
⑶ 

『
本
門
戒
壇
論
の
展
開
』 

 

法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信 

第
８
号 

 

◯
発
行
日 

 

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
２
月
７
日 

 

◯
編
集
発
行 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

 

◯
発
行
所 

 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

事
務
局 

 
 

 
 

一
九
二-

〇
〇
五
一 

東
京
都
八
王
子
市
元
本
郷
町
一-

一-

九 

 
 
 
 
 
 
 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
４
２
（
６
２
７
）
７
２
２
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
間
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い 

 

賛
助
会
員
一
覧
（敬
称
略
） 

 

「
講
座
映
像
版
」
「
書
籍
」
販
売
の
お
知
ら

せ  

http://hokke-commons.jp/

